
第5章各種衛星データの利用＊

今日では、静止気象衛星による各観測のほかに

海上風や降水、 雷など様々な要素の観測を目的と

した衛星のデータが利用できるようになってきた。

例えば1997年、世界で初めて降雨レーダーを搭載

した TRNIM（熱帯降雨観測）衛星が日米共同で打ち

上げられ、2002年にはマイクロ波放射計を搭載し

た衛星、 EOS-PMl（以下「Aqua衛星」と言う）など

が相次いで打ち上げられた。このような衛星を合

わせて利用することにより、数時間ごとの熱帯域

の降水観測が可能となる。

今後、熱帯低気圧等の監視のためには従来の静

止気象衛星による観測資料と合わせて、様々な衛

星の観測資料も利用することが重要左なる。

なお、 衛星名等の略語キ1は章末に示した。

5. 1地球観測衛星データによる台風の風

近年、衛星観測による海上風データが取得でき

るようになり、台風の風分布などの新しい事実が

わかってきた。ここでは、ここ数年内に行われた

調査を簡単に紹介する。

(1) Qu i kSCA T衛星による海上風

QuikSCAT衛星は 13.4GHzのマイクロ波散乱計

(SeaWinds）を搭載しており、衛星からマイクロ波

を海面に向け斜めに照射し、海面にできた風浪に

散乱されて返ってくる反射波の強さを測定するこ

とにより海上風（風向・風速）を求めている。この

衛星は回転するパラボラアンテナにより衛星軌道

に沿って 1,800kmの幅が観測できる。海上風の観

測精度は風速2m/s、風向 20度で、空間分解能25凶

と非常に高いと言われる。観測データの少ない海

上風データを高精度 ・高密度で取得することがで

きることから、熱帯低気圧の構造解析、その中心

位置や強度などの監視、さ らには熱帯低気圧の初

期段階における発生判定や台風の温帯低気圧化進

行状況の解析などへ応用できる。ただし、 1日に

観測できる範囲は、地表面の 90%となっている。

また、この海上風は降水の影響を受けるため、降

水域内では誤ったデータとなる可能性もあるので

注意が必要である。

図5-1-1に星野ほか（2002）によるQuikSCAT衛星

の海上風データを沖ノ鳥島とブイの観測値で比較

検証した結果を示す。 実測2伽内 以下で降水なし
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図5-1-1 QuikSCATとブイ及び沖ノ鳥島実測デ｝タとの

比較
縦軸： QuikS臼Tの海上風

機軸：沖ノ鳥島の30分間平均風速（m/s)
記号・は降水なし、 記号×は降水あり

（星野ほか（2002）より引用）

の場合、 QuikSCAT衛星の海上風は非常に対応が良

い。しかし降水ありの場合は、ぱらつきが大きい。

(2）南シナ海に発生する台風の発生初期におけ

る強風域出現分布

ここでは、気象庁予報課土屋氏による QuikSCAT

衛星の海上風を用いた解析事例を紹介する。

台風の発生地域は北西太平洋及び南シナ海の

熱帯 ・亜熱帯域に広く分布している。 発生数が最

も多いのはフィリピンの東海上であるが、南シナ

海も決して少なく ない。南シナ海における台風の

発生形態は予報作業指針台風予報（気象庁予報部，

1990）による三つの分類のうちの「下層シヤー型J

により発生する。そこで、 QuikSCAT衛星の海上風

により南シナ海における発生期の台風（または台

風の強さに達していない熱帯低気圧（TD））の強風

域（風速 30kt以上の領域）はどのように把握でき

るのか調査を行った。

この調査に利用できる海上風が観測されてい

る10個のTDと1個の台風（TS）の合計11個の事例

から、独立したサンプルにするため各1例ずつ海

上風を選出した。選出はTDになってからの経過時

聞が短いもので陸の影響が小さいものを優先した。

TD( 1例は TS）の中心を一辺が緯度8度×経度8

度の正方形領域の中央部に置き、風速30kt以上の

領域を調べた。正方形領域内の各緯度1度×経度

1度の格子内に 30kt以上の風が吹いている領域
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この結果によると、強風域が中心の南から南西

方向に伸びることが多く、中心の北西方向に比べ

2倍以上の出現回数となっている。この西南西に

伸びる強風域は、南半球からのモンスーンが南西

風となって南シナ海に入り込み、サージとなって

いる領域を表していると考えられる。

2002年の台風第4号を例にして、南シナ海で発

生した台風の強風域の形成過程を見る。 2002年6

月7～9日の3日間の OOUTCにおける GMS-5可視

画像に最も近い観測時刻の QuikSCAT衛星の海上

風を重ねたものを図 51 2～図 5-1-4にそれぞれ

示す。図 51 2(2002年6月7日OOUTC）を見ると、

黄色で示す海上風 30kt以上の領域が中心の東側

から南側を通って南西側に伸びている。この強風

域は衛星画像によると対流性の雲バンドの出現域

と対応している。その 24時間後の図 51-3(2002 

年6月8日OOUTC）では、南シナ海から太平洋側に

抜けた TDに伴う海上風 30kt以上の領域はルソン

島の影響で、二つに分けられたように見える。図

5ート4(2002年6月9日OOUTC）は台風の強度に達し

て18時間経った様子である。海上風 30kt以上の

領域（半径）は、台風の中心から見た各方向により

かなり差がある。との例では北側より南側の方が

3倍程度広くなっている。南には台風に連なる雲

バンドがあり 30kt以上の強風域に対応している。

表 5-1-1 南シナ海に発生した台風又はTDの期間に

おける風速30kt以上の領域の出現回数

(6回以上を塗りつぶしてある）。。。。。。。。
。。 。。 。
。2 2 3 3 3 2 

2 2 3 4 6 4 4 2 

5 6 8 a 9 6 2 

6 6 8 9 9 8 3 

3 6 7 7 6 5 。
3 2 2 3 4 5 
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図5-1-2TDの可視画像（2002年6月7日OOUTC)
海上に表示されている矢羽はNASAジェット推進

研究所（JPL）の印ikSCAT衛星海上風切黄色は30kt
以上、赤色は50kt以上を示す。（気象庁予報課

の天気図作成装置画面に表示したもの）

図5-1-3TDの可視画像（2002年6月8Boo凹C)

図 5-1-4 台風第4号（TS）の可視画像（2002年6}§ 9日

OOUTC) 



南シナ海で発生する台風（またはTD）周辺の風

の分布を QuikSCAT衛星の海上風により調査した

結果は、台風の強さに達していない TDの場合は、

TDの中心から南西の方向に風速 30kt以上の強風

域が長く伸びることが多い。台風に発達するに伴

い 30kt以上の領域は中心付近にまとまる傾向を

もつが、依然として南側が北側より広い傾向が残

る。南西から吹き込む風を台風の強風域とみなし

た場合、南シナ海で発生する台風の発生初期にお

いては、 30kt半径の大きさは中心から見た方向に

よりかなり差がある場合があることがわかる。

このように、 QuikSCAT衛星などの衛星観測技術

を利用することは、これまで、得られなかった知見

を得るためにさらに重要となっている。

(a）赤外画像

(c）赤外差分画像

図5-2-12002年3月7日1907旧℃のNOAA衛星画像

5. 2各種衛星を利用した台風の中心位置推定

ここでは夜間に赤外画像だけでは中，M立置推定

が難しい台風について各種衛星データを使って見

ていくことにする。

(1)2002年台風第2号の事例

2002年3月7S 1907UTCにおける台風第2号の

NOAA衛星画像を図 5-2-1に示す。 NOAA衛星の各種

画像を見ると、（a）の赤外画像だけでは夜間、 Ci

が重なった下層雲の検出は困難であることがわか

る。その一方で、（b)3. 7 μ m画像と（d)3. 7 μm差

分画像は下層雲渦の様子がはっきり見え、（c）の赤

外差分画像でもこの場合下層雲渦を検出すること

ができた。 NOAA衛星画像の分解能が良いことも下

層雲渦を確認しやすく している。なお、 21UTC頃

に QuikSCAT衛星の海上風（図は省略）が得られた

が、風向分布が不自然でこの事例では中心イ立置を

直接推定するととはできなかった。

(b) 3. 7 μ. m画像

（心3.7 μ. m差分画像
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但）加沼年台風第15号の事帽iJ

加 3年9月2 日野～22UI℃頃における衰弱期の

台風第 15号の衛星による観視Wリを図5ー22示す。

(a）は、同日湖町のはE3--9赤外画像に(}ii凶五T衛

星の海上：風を重ねた例で、（ωはそれから約2時間

経った日の出後のGCIBー9可視画像である。これら

を比較してみると、との事例では夜間で可視画像

が使えず、赤外画像だけでは不明瞭で解析が難し

かった下層雷同の中制立置を 2日℃における可視

酉像（b）で確認される以前に Q.iikSCAT衛星の海上

風（園 5-2-2(a））を用いることでその風分布から容

易にその中，M立置を推定できる。

(a) Q.rik':D¥T衛星叫毎上風を重ねたぽffi--9赤外直？像(am年9月22日泊耳℃頃

ω倒<sー9可視画像(am年9月22日担JI℃）

国5ー・2-2 Q.ri凶ユi¥T衛星の海上風を重ねた赤外画！象仕jと司覗画像(1っとの比較

105 



5.3マイクロ波財指十による台風の降水観測

何』議7星やIlM衛星にはマイクロ波搬す計が搭

載されており、これを利用することにより、降水

観測が可能である。また、米国の郎日韓1星にもマ

イクロ波放射計（S9v(/I:S院 副 知 闘 士 Microwa.ve

/Irragぽ）があり、海洋上の降水推定に使われる。

これらのマイクロ波踊す計による降水観劃データ

が台風の中心位置推定に有効であることが報告さ

れている。Alli田etal. (1田3）は、ハリケ｝ンの赤

外画像と8.9J/Iの8悶包のデータによる中以立置推

定の精度は、マイクロ波によるものが赤外に比べ

非常に高いことを示した。

向田衛星が2002年台風第5号を観測した画像が

宇宙航空研究開発機構／地球観視1附用推進センタ

~a鍋底流）のホームページに公開＊2 されている

のでここで紹介する（図5ー3-1佐））。またその右側

には比較のため、ほほ雨時刻の GS-5の観測によ

る赤外画像を示す。左の画像のj観或における黄白

色の部分は5齢、降水領域に、水色から紺色への色

調変化は大気中の水蒸気キコ雲の増加にそれノぞれ対

応している。 両画像を比較すると、 ™3--5赤外画像

（右）では台風の中心を取り巻く広し、領域に厚し、雲

がかかっているためその雲の下の様子はわからな

いが、マイクロ波観測佐）では、台風中心の東側

に強し、降水域のあることがわかる。このように、

雲を透過して降水域を観測できるのでレインバン

ドの形状などから台風の中心イ立置推定などへの利

用も期待される。また、図 5ー3-2には同じく

J出ル征服C提供の2002年8月白日制町陀の1醐

衛星による台風第 13号周辺の降水強度平面図を

紹介する。11M1衛星は熱帯域の降水観測が可能で、

何息、 LM3P衛星と組み合わせて利用することによ

りほぼ6時間間隔の降水観測が可能である。

地上レーダーカミ利用できない領域ではこのよう

な衛星による観測が台風中心｛立置推定引率水分布

の解析に力を発揮する。しかし、衛星データカ2利

用できるの陪観測の数時間後であり、リアルタイ

ムです子う台風泊勃斤には反映しづらい面もある。

図5ーシl叫包衛星の改良型商生能マイクロ波放射計ω餌モ）による獄沼年台風第5号周辺の画像とa・日赤外画像との比較

偏向温衛星のM回一Eによる89.畑-lz及びZ3.白色輝度温度情報のカラ」合成函｝像（笈四年7月3日17割問

（宇宙航空研究開発樹薄／地獄観糊I周推進センター提闘

（右）舗ー5赤外酉｝像低限年7月3日n航 I℃）
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図＆－32 mi制衛星のマイクロ波観illl臨置（1MI)で観測した加盟年の台風第13号周辺の降水強度平面図（200'2年8月12日間預m.:)

停宙航空研究開発樹存／地婿報担!Ifリ用推進センター提供）

*1衛星名等の略語

.Mf)R-E : Adiぽ icedMicrowave Scanni昭 Radiαreterfor Effi 

町民P :Defense Met伺 1rologicalSatellite Pr刀gram

回IOC :E:arth Cb田町ationRes朗自hand符iplication白nter

Effi-IMt:Ea口hCbserving Syst回 目H

(];IS 泊四stationarγM巴t回 ulogicalSatellite 

G価：白ostationaηC):ieratiαlalFnvirontIEntal Satellite 

]AXA :]a阿 iAero再配eExploration Ag田 cy

]PL :Jet h凹lsionLalxiratory 

Nl¥SA :r叫 ionalAeronautics and伽 ceAJ出inistration

？仙A :National 仕個1icand Atm:Jspheric Administration 

S.CWI :s回 ialSensor Micro.vave lrrnger 

T四：TIM.IMicrowave lrrnger 

1™11 :Tropical Rainfall Measuring Mission 

*2 http://s出raku回目.jaxa. jp／，脳Rlt叩ics/2002/1町＇_j.htn掛2

岬.la 衛星及び 1™v! 衛星の観測データは宇宙航空研究開発樹帯地雨割削用十髄センターσ叫宜R:）におし、て

作成されており、同センターより提供を受けた。
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